
為替週間展望＝ドル円は１０７～１０８円台での推移か

　　　　　　　　　　［７月１５日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 8 日～ 7 月 12 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  108.43   108.99(10)    107.86(11)    108.54   +0.07

ユーロ・ドル  1.1223   1.1286(11)    1.1193( 9)    1.1252   +0.0027

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    21,628.99     -117.39     日本10年債利回り  -0.119   +0.036

ダウ平均株価    27,088.08     +165.96     米10年債利回り     2.138   +0.104

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１５日　英７月ライトムーブ住宅価格

　　　　中国第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　中国６月鉱工業生産指数、中国６月小売売上高

　　　　スイス６月生産者・輸入価格

　　　　米７月ＮＹ連銀製造業景気指数

１６日　ＮＺ第２四半期消費者物価指数

　　　　英６月雇用統計

　　　　ユーロ圏５月貿易収支

　　　　独７月ＺＥＷ景況感指数

　　　　米６月小売売上高、米６月輸入価格指数

　　　　米６月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米５月対米証券投資

１７日　英６月消費者物価指数、英６月生産者物価指数、英６月小売物価指数

　　　　ユーロ圏６月消費者物価指数確報値

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米６月住宅着工件数・建設許可件数

　　　　カナダ６月消費者物価指数、カナダ５月製造業出荷

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

１８日　日本６月貿易収支

　　　　豪６月雇用統計

　　　　英６月小売売上高

　　　　米７月フィラデルフィア連銀景況指数、米新規失業保険申請件数

　　　　米６月景気先行指数

１９日　日本６月消費者物価指数

　　　　独６月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏５月経常収支

　　　　カナダ５月小売売上高

　　　　米７月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米長期金利は低下傾向にあり、これがドル円の重石となっている。

ただ、１０７円を割り込んで下げるほどの弱さもない。このため、目先は１０７～１０

８円台で一進一退の動きになるとした。

　　　　

【パウエル議長の議会証言で利下げ観測が高まる】

　５日に発表された６月の米雇用統計で、非農業部門雇用者数が前月比２２．４万人増
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となり、大方の事前予想の１６．０万人増を大きく上回った。これを受けて過度な利下

げ期待が後退した。米１０年物国債利回りは、１．９４％割れまで低下していたもの

の、２．０３％台まで大きく上昇した。ドル買いの動きとなって、ドル円は１０８円台

半ばまで上昇した。

　　

　強い米雇用統計を受けて、過度な利下げ期待がいったんは後退した。７月３０～３１

日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、０．２５％の利下げが有力で、一部には

０．５０％の利下げとの見方も出ていた。ただ、米雇用統計後は０．５０％利下げとの

見方は大きく後退した。

　　

　１０日の米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長の議会証言では、「６月Ｆ

ＯＭＣ以降、貿易問題を巡る不確実性と、世界経済に対する懸念が引き続き米経済の見

通しを圧迫しているようだ」「インフレ圧力も抑制されたまま」と述べた。さらに「や

や緩和的な金融政策の必要性が高まった」との見解を示した。パウエル議長の発言が、

７月３０～３１日のＦＯＭＣでの利下げを示唆したと受け止められた。その後の議会証

言の質疑応答で「６月雇用統計は見通しに変化を与えなかった」との発言もあり、ドル

売り円買いの動きに傾いた。

　　

　また、１０日に発表されたＦＯＭＣ議事録（６月１８～１９日分）では、「利下げの

根拠が強まったと多くが判断」「近い将来の利下げは衝撃への緩衝材と数人が判断」

「多くがリスクは下振れと判断」と利下げや金融緩和策への肯定的な見方が多かった。

　　

　パウエル議長が利下げに動く意向を示したことで、１１日の東京市場ではドル売り円

買いが進んで、ドル円は一時１０８円を割り込んだ。ただ、１１日発表の６月の米消費

者物価指数のコア指数が予想から上振れしたこともあり、米長期金利の上昇やドル買い

円売りとなり、ドル円は１０８円台半ばまで戻すこととなった。

　　

　米国株式市場でＮＹダウは過去最高値を更新しており、日経平均も堅調な動きを見せ

ている。ただ、米国での利下げ期待からドル円は１０９円接近では上値を抑えられやす

く、株高が円売りにつながりにくくなっている。もっとも１０７円を割り込むほどの弱

さはない。こうした状況からドル円は１０７～１０８円台での推移が続くとみられる。

ドル円の目先の予想レンジは、１０６．８０～１０９．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１５日に米７月ＮＹ連銀製造業景気指

数、１６日に米６月小売売上高、米６月輸入価格指数、米６月鉱工業生産・設備稼働

率、米５月対米証券投資、１７日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米６月住宅着工件

数・建設許可件数、米地区連銀経済報告（ベージュブック）、１８日に日本６月貿易収

支、米７月フィラデルフィア連銀景況指数、米新規失業保険申請件数、米６月景気先行

指数、１９日に日本６月消費者物価指数、米７月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

などがある。

　　

【ユーロドルは下げ渋りに転じる】

　ユーロドルは５日の強い米雇用統計を受けて、ドル買いの動きとなって１．１２ドル

近辺まで下落した。８日の週にも上値の重い動きとなって、一時１．１２００ドルの節

目を割り込んだ。ただ、１０日のパウエル議長の議会証言で今月のＦＯＭＣでの利下げ

期待が広がると、ドル売りユーロ買いの動きとなって、１．１２台後半まで戻すことと

なった。

　　

　ユーロ圏の経済指標は低調なものも多く、ユーロを積極的に買い進みにくい。こうし

た中、米国での利下げ期待がドル売りにつながりやすく、ユーロドルは堅調な推移を続

けることとなりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１２００～１．１３５

０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１５日に英７月ライトムーブ住宅価格、中

国第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）、中国６月鉱工業生産指数、中国６月小売売上高、

スイス６月生産者・輸入価格、１６日にＮＺ第２四半期消費者物価指数、英６月雇用統

計、ユーロ圏５月貿易収支、独７月ＺＥＷ景況感指数、１７日に英６月消費者物価指



数、英６月生産者物価指数、英６月小売物価指数、ユーロ圏６月消費者物価指数確報

値、カナダ６月消費者物価指数、カナダ５月製造業出荷、１８日に豪６月雇用統計、英

６月小売売上高、１９日に独６月生産者物価指数、ユーロ圏５月経常収支、カナダ５月

小売売上高などがある。

　　

（ミンカブ　佐藤昌彦）
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